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10
月
３
日
、
連
合
第
63
回
中

央
委
員
会
が
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ

ウ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

古
賀
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

再
生
」「
新
た
な
社
会
・
経
済
モ

デ
ル
の
構
築
」「
労

働
運
動
の
社
会
化
」

の
３
点
に
つ
い
て
所

見
を
述
べ
た
。
ま

た
、
政
治
に
対
し
て

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
改
め
て
求
め
る
と

と
も
に
、
一
層
の
政

策
実
現
を
め
ざ
す
う

え
で
、
次
期
国
政
選

挙
に
力
を
結
集
す
る

こ
と
を
訴
え
た
。
ま

た
、
来
賓
の
野
田
首

相
は
、「
３
年
間
の

反
省
と
教
訓
を
か
み

し
め
な
が
ら
、
連
合

の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
国
民
の
た
め
、

勤
労
者
の
た
め
の
政
治
を
前
進

さ
せ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

質
疑
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
と
し

て
出
村
書
記
長
が
連
合
方
針
に

対
し
２
点
に
つ
い
て
発
言
を

行
っ
た
。

　

10
月
４
日
、
第
28
回
交
運
労

協
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
連
合
の
古
賀
伸
明

会
長
を
は
じ
め
国
土
交
通
副
大

臣
、
厚
生
労
働
副
大
臣
、
民
主

党
国
対
委
員
長
、
交
運
労
協
議

員
懇
と
し
て
田
城
郁
参
議
院
議

員
ら
計
８
名
が
出
席
し
た
。

　

質
疑
で
は
４
名
の
代
議
員
が

発
言
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
は
東

海
林
透
政
策
部
長
が
、
被
災
地

の
立
場
に
立
っ
た
早
急
な
復
旧

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
発
言
を

行
っ
た
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
総
連
武
井
委
員

長
が
副
議
長
、
出
村
書
記
長
が

幹
事
に
再
任
さ
れ
た
。
ま
た
、

渡
辺
幸
一
議
長（
私
鉄
総
連
）が

退
任
し
、藤
井
一
也
新
議
長（
私

鉄
総
連
）が
選
任
さ
れ
た
。

いざ！という時、大丈夫ですか？あなたの保険

ＪＲ総連・各ＪＲ労組賛助団体

㈱鉄道ファミリー
〒141-0031 東京都品川区西五反田 3 - 2 -13

TEL03（3490）3862 JR（058）4114・5

《取扱商品》
▲ 自動車保険・組合主催行事保険
ゴルファー保険

▲ がん保険・医療保険
▲ ＪＲ積立年金
▲ 組合旗・組合バッジ・ゼッケン
▲ 健康食品・自然食品・お茶・みかん

　国際運輸労連（ITF）の
取り組みに積極的に参加　

路面運輸国際行動週間

路面運輸部会・鉄道部会
合同総会に向けた事前学習会

「原発に依存しない社会」を目指し、
連合は強いメッセージを

連合第63回中央委員会で出村書記長が発言

交
運
労
協
第
　
回
定
期
総
会

被
災
地
の
鉄
道
で
の

復
旧
を
強
く
訴
え
る
！

28

① 福島で働くJR、原発などの労働者
や住民は健康被害などの不安の中
で暮らしている。国民の8割が「原
発ゼロ」を支持している。ＪＲ総連とし
ては「絶対安全」が担保できない原
発の再稼働を認めることはできな
い。エネルギー政策総点検・見直し
プロジェクトチームの「基本的な考え
方」で、「最終的には原子力エネル
ギーに依存しない社会を目指していく
必要がある」と明確に示していること
から、連合としてもそのメッセージをよ
り強く発信していくことを要請する。

② 東日本大震災の被災線区は、今な
お復旧が遅れている。鉄道を中心と
する地域交通の確保は地域住民の
悲願であり、連合のより一層の協力
を要請する。

発言要旨

　地域公共交通の維持・確保が求められている。この10年間で地方の鉄道・バス・タクシーの
旅客数は約２割減、20年間で４割減と落ち込んでいる。鉄道も634.6キロが廃線となり、バス
は約11億４千万人の利用者が減った。交通基本法の成立が急がれる。二点目に「3.11東日
本大震災」からの早期復旧が求められている。そうした中で気仙沼線の一部がBRT化されたが、
BRTは仮の復旧であり、最終的には鉄道の復旧が必要である。地元自治体や交運労協の仲間
とともに鉄路復旧のための署名活動を取組んできた。また、今回の震災を経験して「災害に強い
鉄道づくり」をめざしている。交運労協のご意見もいただき、さらに議論を深めていきたい。

発言要旨

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
が
設
定
し
た
路
面
運
輸
国
際

行
動
週
間
に
合
わ
せ
、10
月
９
日
を
統
一
行
動
日
と
し
、

東
京
、
仙
台
、
青
森
、
札
幌
の
４
か
所
で
合
計
63
名
の

組
合
員
が
、
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
問
題
に
つ
い
て
訴
え
る

ビ
ラ
を
3
6
0
0
枚
配
布
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
行
動
日
の
意
思
統
一
を
行
う
た
め
、
９

月
12
日
に
目
黒
さ
つ
き
会
館
で
関
係
者
の
打
ち
合
わ
せ

会
議
を
開
催
し
た
。会
議
で
は
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
問
題
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
バ
ス
東
北
本
部
が
職
場
の
組
合
員
の
声
を

反
映
し
た
ダ
イ
ヤ
を
実
現
し
た
闘
い
等
に
つ
い
て
議
論

し
、
職
場
か
ら
の
闘
い
を
こ
れ
か
ら
も
強
化
し
て
い
く

と
と
も
に
、
統
一
行
動
日
で
配
布
す
る
ビ
ラ
の
内
容
、

準
備
な
ど
に
つ
い
て
意
思
統
一
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
11
月
に
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ

Ｔ
Ｆ
路
面
運
輸
部
会・鉄
道
部
会
合
同
総
会
に
向
け
た

事
前
学
習
会
を
10
月
１
日
に
開
催
し
、
派
遣
予
定
の

５
名
が
参
加
し
た
。

　

学
習
会
で
は
合
同
総
会
の
議
題
や
Ｊ
Ｒ
総
連
が
提

出
し
た
反
弾
圧
、
脱
原
発
、
災
害
時
の
安
全
、
高
速

ツ
ア
ー
バ
ス
問
題
に
つ
い
て
の
動
議（
方
針
の
補
強
）

に
つ
い
て
議
論
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
主
張
を
積
極
的
に

発
信
し
、
各
国
の
闘
い
か
ら
学
び
、
連
帯
、
交
流
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
れ
か
ら
も
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
や
国
際
労
働

者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）の
活
動
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
連
帯
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　

岩
手
県
の
宮
古
市
、
山
田
町
、
大
槌
町
、
釜

石
市
の
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
被
災
者
の
生
の
声

を
お
聞
き
し
、
考
え
た
事
を
報
告
し
ま
す
。

　

現
地
で
実
情
を
確
認
し
た
私
の
実
感
は
、
政
府

が
言
う
「
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支
援
」
は
残
念

な
が
ら
実
現
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
「
水
道
管
が
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
凍
結
す

る
。
町
に
言
う
と
県
の
仕
事
。
県
に
言
え
ば
町
の

仕
事
と
言
う
。
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
事

例
。
私
が
国
会
に
戻
り
監
督
官
庁
に
問
い
合
わ
せ

れ
ば
、「
基
本
的
に
県
の
管
轄
。
年
度
末
ま
で
に

対
策
す
る
よ
う
指
導
す
る
」
と
答
弁
。「
３
月
ま

で
と
は
、
も
う
一
冬
凍
る
の
を
我
慢
し
ろ
と
い
う

こ
と
か
？
そ
れ
が
、
寄
り
添
っ
た
支
援
な
の
か
！
」

と
私
は
憤
り
を
覚
え
た
。
あ
る
町
役
場
か
ら
は
、

「
国
の
指
導
も
あ
り
、
仮
設
住
宅
の
数
を
精
査
し

被
災
者
数
き
っ
ち
り
の
予
算
で
建
設
。
し
か
し
、

１
年
が
経
ち
町
外
避
難
し
て
い
た
町
民
が
仮
設
で

も
町
に
戻
り
た
い
と
い
う
希
望
が
多
い
。
国
に
増

設
の
予
算
を
要
求
し
た
が
、
も
う
予
算
は
な
い
と

き
っ
ぱ
り
言
わ
れ
た
」
と
。
も
の
の
見
事
な
縦
割

り
の
官
僚
行
政
で
す
。
仮
設
住
宅
予
算
は
無
い
と

強
弁
し
て
い
る
が
、
復
興
予
算
全
体
で
は
未
執
行

で
６
兆
円
も
余
っ
て
い
る
。
被
災
者
の
為
に
臨
機

応
変
の
対
応
が
出
来
て
こ
そ
、「
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

私
は
、
昨
年
10
月
の
参
議
院
東
日
本
大
震
災

復
興
特
別
委
員
会
で
「
復
興
庁
の
設
立
が
決
ま
っ

た
。
課
題
は
明
確
だ
、
①
現
場
と
の
乖
離
を
解

消
し
被
災
地
に
則
し
た
支
援
の
実
現
。
②
ス
ピ
ー

ド
感
の
欠
如
の
解
消
の
2
点
で
あ
る
。
官
僚
の

縦
割
り
行
政
の
弊
害
で
被
災
地
の
復
興
は
大
き

く
左
右
さ
れ
る
」と
質
し
ま
し
た
。
復
興
大
臣
は
、

「
大
丈
夫
。
各
省
か
ら
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
、

復
興
庁
が
各
省
の
上
に
立
ち
リ
ー
ド
し
、
現
地
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
し
て
い
く
」
と
い
う
主

旨
の
答
弁
を
し
た
。

　

私
の
責
務
は
、
被
災
地
の
悲
痛
な
叫
び
を
政
府

に
責
任
を
持
っ
て
届
け
問
い
質
す
こ
と
で
す
。
ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
使
っ
て
政
府
か
ら
納
得

の
い
く
回
答・解
決
策
を
引
き
出
す
よ
う
取
り
組

む
こ
と
で
す
。
今
後
も
復
興
特
別
委
員
会
等
で
、

文
字
通
り
の
「
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の

実
現
」
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
訪
問
し
た
被
災
地
で
も
、
多

く
の
被
災
者
か
ら「
鉄
道
を
復
活
し
て
ほ
し
い
！
」

と
い
う
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
被
災
地
の

皆
様
そ
し
て
組
合
の
仲
間
と
連
携
し
、
引
き
続

き
全
精
力
を
傾
注
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
約
束

し
ま
す
。

　

タ
イ
ト
な
日
程
に
も
関
わ
ら
ず
、
被
災
地
の

実
情
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
様
々
の
ご
配
慮
い
た

だ
い
た
盛
岡
地
本
釜
石
支
部
の
仲
間
の
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

田
城
議
員
近
況
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10
月
９
日
、
７
回
目
と
な
る
「
脱
原
発
学
習
会
」

が
参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
90
名
を
超

え
る
参
加
者
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
中
で
、

講
師
に
機
関
紙
連
合
通
信
社
の
山
本
航
さ
ん
を
迎

え
て
学
習
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
武
井
委
員
長
は
、「
私
た
ち

は
労
働
組
合
と
し
て
少
数
だ
が
堂
々
と
、
脱
原
発

を
主
張
し
て
最
先
頭
で
闘
っ
て
き
た
。
原
発
の
再

稼
働
が
は
じ
ま
り
原
発
推
進
の
機
運
が
強
ま
り
つ

つ
あ
る
今
、
改
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
真
剣
に

考
え
選
択
肢
と
具
体
的
方
針
を
確
立
し
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
田
城
郁
参
議
院
議
員
は
、「
脱
原

発
運
動
は
、
二
本
柱
で
推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
一
つ
は
、
原
発
の
危
険
性
を
訴
え
る
。
二

つ
目
は
、
原
発
に
頼
ら
な
く
て
も
よ
い
政
策
を
具
体

的
に
す
る
こ
と
。
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
50
年
後
も

同
じ
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
。
私
も
脱
原
発
基
本

法
の
成
立
向
け
て
、努
力
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

山
本
航
さ
ん
か
ら
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
か
ら
見
た
脱
原
発
」
と
い
う
課
題
で
90
分
に
わ

た
っ
て
講
演
を
受
け
た
。
講
演
は
全
国
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
小
規
模
発
電
に
関
す

る
市
民
の
取
り
組
み
を
様
々
紹
介
す
る
一
方
、
制

度
な
ど
の
障
壁
に
よ
り
、
市
民
や
企
業
の
参
入
が

困
難
な
実
態
を
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
脱
原
発

＝
新
た
な
発
電
形
態
の
確
立
は
、
労
働
組
合
の
力

な
し
に
は
実
現
し
な
い
こ
と
を
力
説
し
、
労
働
組

合
に
は
、
脱
原
発
の
闘
い
の
け
ん
引
者
で
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
青
年
部
を
皮
切
り

に
５
名
の
感
想
・
発
言
を
受
け
、
一
問
一
答
で
講
演

内
容
の
深
度
化
を
図
っ
た
。
最
後
に
、
出
村
書
記

長
の
お
礼
の
言
葉
で
大
成
功
に
終
了
し
た
。

　

1
9
9
4
年
、「
人
に

優
し
い
鉄
道
」
を
め
ざ
し
、

共
に
生
き
る
社
会
を
実
現

す
る
実
践
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労

組
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
の
組

合
員
た
ち
は
、
首
都
圏
の

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
方
を
北
海
道
の
旅
に
招

待
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
は
各
単
組
組
合
員

の
汗
と
情
熱
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

取
り
組
み
の
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
協
力
に
支
え

ら
れ
、
11
年
間
10
回
に
お
よ
び
、
招

待
し
た
方
は
6
6
0
0
名
に
の
ぼ
っ

た
。

　

そ
し
て
、
11
回
目
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
単
組
ご
と
の
創
意
に
あ
ふ

れ
る
取
り
組
み
と
し
て
継
続
し
て
い

る
。

　

今
年
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
は
、「
大

空
と
大
地
に
会
え
る　

と
か
ち　

旅

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
銘
打
ち
、
障
碍

者
の
方
々
と
と
も
に
い
も
ほ
り
体
験

や
Ｓ
Ｌ
乗
車
な
ど
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
で
は
各
地
本
ご
と
で

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
さ
な
か
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
招
待
者
と
過
ご
し
た
時

間
の
中
で
多
く
の
感
動
と
こ
の
社
会

の
矛
盾
を
実
感
し
て
き
た
。
社
会
的

な
弱
者
に
や
さ
し
い
社
会
、
平
等・

公
平
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ

か
ら
も
奮
闘
し
て
い
く
。

　

東
日
本
大
震
災
で
寸
断
し
た
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
で
８
月

20
日
、
従
来
の
線
路
上
に
敷
設
し
た
バ
ス
専
用
道
を

使
っ
た
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）」
で
の

運
行
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
９
月
５
日
に
現
地

視
察
と
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
営
業
所
と
の
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ

た
。

　

今
回
、
運
行
が
開
始
さ
れ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線

の
不
通
区
間（
気
仙
沼
─
柳
津
駅
間
）55
・
３
㎞
。
現
在

の
専
用
道
は
最
知
─
陸
前
階
上
間
の
２
・
１
㎞
だ
が
、

2
0
1
4
年
度
ま
で
に
６
割
が
専
用
道
に
さ
れ
る
予
定

だ
。
運
行
は
30
分
お
き
で
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
最
大
３

台
が
連
な
り
、
鉄
道
よ
り
も
30
分
余
分
に
時
間
が
か
か

る
。
ま
た
、
衛
星
を
使
っ
た
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
が
装
備
さ
れ
、駅
舎
に
は
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
、

利
用
者
が
携
帯
電
話
で
遅
れ
を
確
認
で
き
る
。

　

現
地
の
営
業
所
と
の
意
見
交
換
で
は
、
突
貫
開
業
で

の
苦
労
が
語
ら
れ
、
将
来
展
望
な
ど
の
議
論
を
お
こ

な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
損
傷
の
少
な
い
大
船
渡
線
の
線
路
を

復
旧
せ
ず
、
山
田
線
に
も
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
さ
せ
た
い
考

え
だ
。
こ
れ
に
対
し
地
元
は
10
月
４
日
、
地
域
の
交
通

手
段
確
保
は
重
要
だ
と
し
て
大
船
渡
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導
入

を
了
承
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
仮
復
旧
だ
と
い

う
位
置
づ
け
だ
。
地
元
自
治
体
や
交
運
労
協
は
、
鉄
路

復
旧
で
の
要
望
署
名
を
取
り
組
み
、
省
庁
へ
の
要
請
も

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

三
陸
縦
貫
鉄
道
の
歴
史
は
、
1
8
9
6
年
の
明
治
三

陸
大
津
波
直
後
か
ら
お
こ
っ
た
縦
貫
鉄
道
建
設
運
動
に

通
じ
る
。
被
災
し
た
三
セ
ク
の
三
陸
鉄
道（
南
・
北
リ
ア

ス
線
）は
上
下
分
離
方
式
で
の
復
旧
が
決
ま
っ
て
い
る

が
、
Ｊ
Ｒ
が
復
旧
し
な
い
と
三
陸
縦
貫
鉄
道
が
寸
断
さ

れ
て
し
ま
う
。
鉄
道
の
復
旧
の
遅
れ
が
被
災
地
の
復
興

に
拍
車
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
今
後

も
鉄
路
復
旧
に
向
け
、
各
方
面
に
働
き
か
け
を
お
こ
な

う
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
９
月

６
日
、「
災
害
か
ら
組

合
員
・
乗
客
を
守
る

た
め
に
！
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
政
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
目
黒
さ

つ
き
会
館
で
発
足
さ

せ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・

各
単
組
の
政
策
担
当

者
が
集
結
し
、
東
日

本
大
震
災
の
経
験
を

生
か
し
た
災
害
対
策

と
交
通
政
策
課
題
に

つ
い
て
深
度
化
し
て

い
く
こ
と
を
全
体
で

確
認
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
３
島
・
貨
物
会
社
に
対
す
る

経
営
支
援
策
や
各
単
組
の
抱
え
る
政
策
課
題
の
実
現
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
整
備
新
幹
線
と
並
行

在
来
線
の
経
営
安
定
の
問
題
や
安
全
・
事
故
防
止
対
策
等
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
、
災
害
対
策
・
防
災
が
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
今
後
、
首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
も
予
測
さ
れ
て
い
こ
と
か
ら
、「
災
害
に
強
い
鉄
道
づ

く
り
」「
災
害
か
ら
組
合
員
と
乗
客
守
る
た
め
に
」
を
職
場

か
ら
議
論
を
作
り
だ
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
政
策
提
言
に
高
め
て

い
く
取
り
組
み
や
交
通
政
策
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策

提
言
づ
く
り
を
、
当
面
は
、
来
年
３
月
に
予
定
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
中
間
報
告
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

脱
原
発
市
民
運
動
の『
鍵
』は
労
働
組
合
！

第
7
回 

脱
原
発 

学
習
会
開
催

鉄路復旧で地域復興を─BRTはあくまで仮復旧

人に優しい鉄道をめざし、「旅のプレゼント」取り組み中!

災
害
対
策
と
交
通
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に

　
　
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
！

写真：（上）陸前階上駅のホーム横で行き違う専用バス。（中）駅の跨線橋は
使用停止のまま、バス専用のホームが設置されている。 合同での取り組みJR 東労組の取り組みJR 北海道労組の取り組み

武井委員長

田城議員

出村書記長


